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ピアノ教育研究会
　ピアノ教育研究会の平成 23 年度における活動につ
いてご報告いたします。
同研究会主催による活動として、２つの公開講座と
１つの演奏会が行われましたので、時系列にご紹介
させていただきます。
○土田英介ピアノ公開講座
　第 63 回福井県音楽コンクール課題曲講座
　　日時：7 月 24 日（日）
　　午前／ 10:30 〜 12:30、午後／ 13:30 〜 15:30
　　場所：仁愛女子短期大学音楽館４階ホールにて
　　参加者：音楽学科学生 20 名、一般 106 名、子供 32 名
　ここ数年来、福井県音楽コンクール課題曲講座で
は、作曲家兼ピアニストで、本学専攻科音楽専攻で
も教鞭を取られる土田英介先生を講師として招聘し、
公開レッスンが行っております。毎年この時期は、
福井県音楽コンクールの課題曲に取り組んでいる方
が学内外で多いため、その課題曲による公開レッス
ンを行っており、今回も第 63 回福井県音楽コンクー
ル課題曲より、参加者の多い小・中学生部門の曲を
中心としております。
≪午前の部≫
・モーツァルト　 ｢ メヌエット　ヘ長調 (K.2)｣ 
　　　　　　　   ｢ アレグロ　変口長調 (K.3)｣
・ブルクミュラー  25 の練習曲　Op.100 より
　　　　　　  　 ｢No.20　タランテラ　ニ短調 ｣ 
・平吉毅州　  子どものためのピアノ曲集
　　　　　　 ｢ 南の風 ｣ より ｢No.5 北国のおはなし」 
・W.F. バッハ　 ｢ ブーレ ロ短調」
・J.S. バッハ　  ｢ メヌエットト長調 BWV Anh.114」 
・クレメンティ　ソナチネ ト長調 Op.36 No.5 より第 3 楽章 
・平吉毅州　 子どものためのピアノ曲集
　　　　　　｢ 虹のリズム」より
　　　　　　｢No.2　思い出 ｣
　　　　　　｢No.15　あやつり人形のひとり芝居 ｣
　　　　　　｢No.22　秋の光に落ち葉が舞って」
≪午後の部≫
・バッハ　　2 声インヴェンションより № 15 ロ短調 BWV 786 
・モーツァルト　ソナタ ハ長調 K.545 より 第１楽章 
・バッハ　　　　フランス組曲 第 2 番 ハ短調より
　　　　　　　  ｢ アルマンド ｣｢ エール ｣ 
・ハイドン  ソナタ ヘ長調 HOb.X VI No.29 より 第１楽章 
・ドビュッシー　「子どもの領分」より
　　　　　　　 ｢No. １グラドゥス・アド・パルナッスム博士 ｣ 
　世の中に、一度聴いたら忘れられないような素晴
らしい名曲はたくさんありますが、それ以上に多い
のが、ただきちんと演奏するだけでは、面白くも何
ともないような、一見何の変哲もない作品ではない
でしょうか。そういう作品は、演奏家のセンスや技
量を計るのにはうってつけであり、それゆえコンクー
ルの課題になる場合が多いのです。
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　土田先生は、作曲家としての視点から作品の要に
なるポイントを的確に見いだします。また、演奏家
として、それをどのように演奏に活かしてゆくのか、
分かりやすく解説をしてくださいます。一つの動機
（モティーフ）に言葉を加え、それを展開させて一つ
のドラマを作り上げる術、捉えどころがないと思わ
れていた作品を俄然、魅力的な曲に感じさせる術は、
まさに土田先生ならではのものです。
○大谷研人ピアノ・リサイタル
　　日時：7 月 25 日（月）　16：30 〜 17：30
　　場所：仁愛女子短期大学音楽館４階ホールにて
　　参加者：学生 20 名、一般 100 名
・モーツァルト　ソナタ 9 番　K.310　イ短調
・リスト　　　　ラ・カンパネラ
・ブラームス　　6 つの小品　Op.118 より
・リスト　　　　ダンテを読んで〜ソナタ風幻想曲〜
　福井まちなか響のホールで行われた、福井出身で
現在ドイツ、ベルリン音楽大学で学んでおられる大
谷氏によるピアノ・リサイタルに先立ち、仁愛女子
短期大学音楽館４階ホールにて音楽文化講座として
開催されました。
　華麗なテクニックと意欲的なプログラムにより、
１時間がとても短く感じられる演奏会でしたが、本
学学生にとって、年齢をほぼ同じくする大谷研人さ
んの演奏から受ける刺激は如何なるものであったの
でしょうか？
○ナードル・ジョルジュピアノ公開講座
　　日時：11 月 7 日（月）　16：30 〜 18：30
　　参加者：学生 20 名
・リスト　　超絶技巧練習曲第 7 番「英雄」　
・リスト　　巡礼の年第 2 年「イタリア」より
　　　　　　ペトラルカのソネット 104 番
　音楽学科では、これまで 20 年以上にわたり、ハン
ガリー・リスト音楽院ピアノ科急需のジョルジュ・
ナードル先生を仁愛女子短期大学音楽学科特別講師
として毎年お迎えしており、ピアノ教育研究会共催
と共催で、ピアノの公開講座・公開レッスンを開催
しています。
　また、ハンガリー・リスト音楽院は、パリ音楽院、
ザルツブルグ・モーツァルテウム、モスクワ音楽院、
ジュリアード音楽院とともに世界五大音楽院の一つ
と云われています。
　公開レッスンで直接指導を受けるモデル生は、音
楽学科および専攻科音楽専攻のピアノ学生の中でも、
特に能力が優れた学生が担当します。情熱的なハン
ガリーの血を色濃く持つナードル先生の音楽と指導
力は、圧倒的なものです。
　さて、今回の講座で取り上げた曲は以下の２曲です。
・リスト　　超絶技巧練習曲第 7 番「英雄」　
・リスト　　巡礼の年第 2 年「イタリア」より
　　　　　　ペトラルカのソネット 104 番
　フランツ・リストは、ハンガリー出身の大作曲家
であり、大変なテクニックを持った大ピアニストで
もありました。作曲家としてもピアニストとしても
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後世に与えた影響はとても大きく、ロマン派音楽か
ら近現代音楽への橋渡しを行いました。また、自身
の活動のみならず、若い音楽家たちへ多大な援助活
動を行ったことでも知られています。
　リストのピアノ作品における特徴としては、メロ
ディーや伴奏だけでなく、集合する音そのもので情
景を表現する、物語的表現や絵画的表現があります。
ともにリスト以前の作曲家にあまり顕著には見られ
なかった部分であり、それゆえにドビュッシー等へ
大きな影響を与えたと云われています。
　「超絶技巧練習曲第７番〈英雄〉」は、縦横無尽に
駆け巡るす早いフレーズ、連続するオクタ—ヴ奏法
を駆使しながら、その中の幾つかがメロディーを奏
でるという、高い技量を要求される作品です。それ
だけに演奏するだけで必死になってしまいがちです
が、ナードル先生は鍵盤にかける力の使い方、さら
に突き詰めれば「身体」の使い方に至るまで明快な
指導をされ、学生にとってそれまで難しかったとこ
ろが難しくなくなっていくという過程が、とても印
象的でした。
　リストの後半生は、宗教家としての一面もありま
した。スイス、イタリアへの巡礼を行ったときの印
象を音楽にした「巡礼の年」は、大きく３部に分か
れた大作となっており、ある意味ではリストのピア
ノ作品の集大成とも言えるものです。
　厳格な形式を持つ詩の一種であるソネットを音楽
にした「ペトラルカのソネット 104 番」はリストの
作品の持つ物語的側面が強く反映されており、詩の
内容が、言葉のない器楽作品においても見事に表現
されている作品となっています。あくまでも音楽と
しての表現に徹底しながらも、詩の内容まで浮かび
上がるようなご指導でした。
　これまで 30 年近くにわたり短大音楽学科へ招聘し
て参りましたが、ナードル先生がこの福井の音楽界
に与えた功績は計り知れないものがあるのではない
でしょうか。
（中野研也　筆）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
仁愛大学　教授　坪　田　信　子
「声楽研究セミナー」平成23年度活動内容と報告
フランツ・リスト像（ハンガリー国立リスト音楽院）
